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Ⅰ 芦屋市の学校教育に関する現状・課題 
大項目 中項目 現状等 課題等 参照頁 

１）安心安全な
学校園づくり 

①不審者対応や通学路等における
安全確保など，家庭・地域・関係機
関との積極的な連携の下に，青色回
転灯パトロール車による子ども見
守りパトロールを行うなど子ども
の安全を守る体制整備に努めてい
る。 
 
②「自分の命は自分で守る」という
危機回避能力を身に付けるために，
児童及び教職員・保護者を対象とし
たＣＡＰ講習会に取り組んでいる。
 

① ②ともに今後も継続した取組が
必要である。 

＜地域との連携強化＞ 
＜自分の安全は自分で守る＞ 
 
※＜＞内は，課題についてキーワー
ドとして示したもの 

10 頁～ 
12 頁～ 

２）信頼される
学校園 

①学校力を高め，地域に信頼される
学校園づくりのため，自らの教育活
動について情報を提供するととも
に自己改善に資する学校関係者評
価を活用した学校評価システムの
定着に努めている。しかし，地域的
に私立志向が高く，私立中学校への
進学率は，全国的にも高い状況にあ
る。 
 
②幼稚園教育では，幼児一人ひとり
の興味や関心に基づいた体験を通
じて，豊かな心情や，自ら取り組も
うとする意欲，健全な生活を営むた
めに必要な態度など，「人間力」の
基礎の育成に取り組んでいる。市内
４歳・５歳児の約４０％が公立幼稚
園に在園している。 
 
③子どもと向き合う時間の確保が
全国的に言われるなど，教員の多忙
な状況は年々増している。 
 

＜公立幼小中への信頼＞ 
 
①情報の積極的な開示に努めてい
るところであるが，さらに，公立学
校の良さについて内容を工夫した
ＰＲが必要である。 
 
 
 
 
 
②子育て支援の取組が求められて
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
＜子どもと向き合う時間の確保＞ 
 

6 頁～ 
13 頁～ 
15 頁～ 
17 頁～ 
21 頁～ 
27 頁～ 
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３）特色ある学
校園づくり 

①保護者・市民の参画と協働によ
り，読書が大好きな子どもを育成
し，子どもたちの平均の読書冊数を
増やす取組を行った。また，子ども
読書の街づくり推進委員会を設置
し，事業の推進を図った。図書リス
ト４００選の作成・販売・啓発（Ｐ
Ｒ）・活用促進及び読書ノートの作
成に取り組んでいる。 
 
②学校園が，幼児児童生徒や地域の
特性に応じた教育目標・教育計画を
明確にし，保護者や地域の方々の参
画と協働のもとで，特色ある教育活
動を展開することを支援した。 
 

①子ども読書の街づくり推進では，
家庭での読書である家読（うちど
く）運動の推進，学校図書館の整
備・充実，市民の参画・協働の促進
に資する啓発活動の充実，学校園で
の取組等を強化する必要がある。 
 
 
 
 
＜一校園一特色＞ 
②学校園のニーズに応じた指導者
確保のために，ＮＰＯ等との連携を
図るなど仕組みを充実させる必要
がある。 

33 頁～ 
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大項目 中項目 現状等 課題等 参照頁 

１）学力向上 ①全国学力・学習状況調査の結果で
は，基本的な知識は身についている
が，知識を実生活に結びつけて考
え，思考したり，判断したり，表現
したりするなど，活用する力に課題
が見られる。また，文章から必要な
情報を取り出して書き換えたり，自
分の考えを明確にしながら一定条
件のもとで記述したり，説明したり
する力に課題がある。さらに，手伝
いをすること，地域の行事に参加す
ること，地域の歴史や自然に関心を
もつこと，夢を持つこと，失敗を恐
れないで挑戦することなど，体験を
通して学ぶ力に課題が見られる。 
 
②学力向上支援では，パワーアップ
プラン等に取り組んでいる。学習指
導員（チューター）を小中各校に１
名配置するなど，学力差の課題解消
に向けた取組を進めている。 
 
③学力向上を軸とした校種間連携
の強化策を検討するため，小中連携
についても研究を進めている。 
 

＜芦屋スタンダード（仮）づくり＞ 
①芦屋市独自の学力調査の実施に
係る検討が必要である。 
 
②基礎的・基本的な知識技能を活用
し，思考したり，判断したり，表現
したりする授業を，教師が構想する
力量をつける必要がある。 
 
③家庭学習の学習習慣の定着を図
る必要がある。 
 
 
＜分かった達成目標○○％＞ 
③新学習指導要領を視野に入れて，
児童，生徒が，「わかった」「もっと
知りたい」と思うような授業づくり
など，指導内容と方法の更なる充実
を図る必要がある。 
 
＜小中連携強化具体策＞ 
④実効性のある研究にする必要が
ある。 

36 頁～ ２ 
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２）特別支援教
育 

①平成１９年度から本格実施とな
った特別支援教育の推進のため，芦
屋市特別支援教育センターを設置
運営し，特別支援教育の対象となる
幼児児童生徒の保護者及び担任を
対象とした教育相談や指導助言を
行うとともに，学校園へ専門家が巡
回訪問し，指導助言を行っている。
 
②特別支援教育コーディネーター
や特別支援学級担当者を対象とし
た研修会を実施し，発達障害等の理
解を深めた。特別支援教育関連の研
修会や連絡会等の回数を増やすこ
とができた。 
 
③各学校園の取組を支援するため
に，スクールアシスタントの配置，
学校生活支援教員の拠点学校への
配置，スクールアドバイザーの派
遣，学校園の実態に応じて，介助員
やボランティアの派遣等を行って
いる。 

＜就学前・小・中の一貫した特別支
援教育＞ 
①適正就学指導委員会で検討対象
となる幼児等のいる私立公立幼稚
園・保育所・保育園等への周知徹底，
視覚・聴覚・肢体不自由といった障
がい理解のための研修会の開催，就
学・進学後の市内全幼稚園と小学校
の，小学校と中学校との連絡会の開
催等の必要がある。 
＜指導方法の研究充実＞ 
②障がいに対する教職員の理解を
深め，個別のニーズに応じた教育課
程を構築する力量をつけるため，研
修内容の工夫が必要である。 
＜センターの拡充＞ 
③特別支援教育センターを中心と
した取組が，現場支援において浸透
しはじめたので，さらに学校と連携
し，教員の特別支援教育センターの
利用頻度をあげること，スクールア
シスタント・介助員・指導補助員の
適切な配置と役割の明確化等の必
要がある。 
 
④今後の特別支援教育のあり方に
ついても検討する必要がある。 

45 頁～ 
46 頁～ 
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大項目 中項目 現状等 課題等 参照頁 
 ３）上記以外の

事業に関して 
①情報教育では，文部科学省の指針
に沿ったコンピュータやネットワ
ークを整備し，児童，生徒，教員の
情報機器活用能力の育成を図って
いる。 
 
②国際理解教育では，英語活動を全
小学校５・６年生で実施した。日本
語指導が必要な児童生徒へ日本語
指導ボランティアを配置した。 

①セキュリティーポリシー，情報モ
ラル等についての研修充実が課題
である。 
＜ＩＣＴの有効活用推進＞ 
 
 
②英語指導の小中連携，日本語の理
解が不十分な外国人児童生徒への
さらなる支援が，課題である。 
 

48 頁～ 

１）道徳教育 ①道徳教育では，授業研究や保育研
究に取り組み，相手に対する思いや
りや社会規範意識など道徳性の育
成を目指した指導に努めている。 
 
②新学習指導要領に対応した全体
計画や指導計画の作成に向けた取
組を進めている。 
 

＜基本的生活習慣確立＞ 
＜あいさつ運動の推進＞ 
①平成２１年度からの新学習指導
要領に対応した道徳全体計画及び
年間指導計画に基づいて道徳性の
育成を図ることが必要である。 
 
②教職員の研修の充実と関係諸機
関との連携を図る必要がある。 

 

２）人権教育 ①人権教育では，幼児，児童及び生
徒が自己肯定感をもち，相互に交流
を深めながら自己実現と他者と共
に生きる「共生社会」の構築に向け
て主体的に取り組む意欲や態度の
育成に努めている。 
 
②日本語指導の研究や日本語指導
ボランティアの派遣等，外国人児童
生徒への対応に取り組んでいる。 

①同和問題をはじめとする人権問
題について，「差別は許さない」と
いう意識を育むための取組の充実
が求められる。 
 
②人権全体計画及び年間指導計画
のさらなる整備，人権研修によって
教職員の指導力の向上を図るとと
もに人権意識の向上を図ることが
必要である。 
 
③外国人児童生徒への対応の充実 

 

３ 
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３）生徒指導 ①生徒指導では，重大な問題はない
ものの，きめ細かな生徒指導が必要
な状況である。 
 
②芦屋市生徒指導連絡協議会を開
催し，近隣校や保護者，地域，関係
機関との連絡を密にするとともに，
生徒指導担当を中心に登校指導や
巡回指導を行っている。 
 
③カウンセリングセンターやスク
ールカウンセラーを活用し，教育相
談の充実を図っている。 
 
④いじめをはじめとする様々な課
題に対しては，毅然とした態度で指
導するよう努めている。 
 
⑤不登校問題については，未然に防
止に努めるとともに，適応教室を活
用し対応している。 

①問題事案では，学校単独で対応で
きない事案も増えており，今後も，
関係機関等との連携強化を図る必
要がある。 
＜社会規範意識の確立＞ 
 
②不登校への対応では，不登校児童
生徒数の減少につながる適応教室
の活動強化等の取組が必要である。
＜不登校減少目標の設定＞ 

47 頁～ 
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大項目 中項目 現状等 課題等 参照頁 
 ４）体験事業 ①自然学校推進事業では，県教育委

員会の補助事業として継続して取
り組んでいる。 
 
②トライやる・ウイーク推進事業で
は，県教育委員会の補助事業として
継続して取り組んでいる。 
 
③環境教育推進事業では，県教育委
員会の補助事業として継続して取
り組んでいる。 
 

①自然学校の施設の中だけの学習
に終わることなく，地域の環境を活
かした学習を行うことや，自然学校
に対する各小学校の方針を理解し
て，指導員や補助員が児童の指導に
あたることが課題である。 
 
②地域と連携した取組の充実が必
要である。 
 
③体験活動の体系化の中で位置づ
けを明確にするなど，取組の充実を
図る必要がある。 
 

49 頁～ 
51 頁～ 

１）体育 ①各種スポーツ大会への積極的参
加と交流，スポーツテストの実施等
体力向上に向けた取組を実施した。

①運動能力調査の結果を分析し，今
後は，不足している体力・運動能力
の強化に向けた指導方法の検討が
必要である。 
＜体力向上目標の設定＞ 
②中学校における部活動について
は，引き続き活性化を支援する必要
がある。 
＜中学校部活動活性化＞ 
③外部指導者確保のために体育協
会等との連携が必要である。 
 

58 頁～ 

２）安全 １－１）に記載  
 

 

３）保健 ①学校園医健診及び業者による健
診の実施，医師会，歯科医師会，薬
剤師会との研修会，学校保健大会等
を通じての健康教育の保護者・地域
への周知を行っている。 

①保健関係者との連携を図り，心と
体の健全な発達を目指す健康教育
を充実させることが必要である。 
 
 
 

53 頁～ 
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４）給食 ①食育では，全体指導計画を作成し
取り組みを進めている。 
 
②合同授業研究会の実施により，小
学校と中学校の連携を深めた。 
 
③栄養教諭・学校栄養職員の資質向
上に努めている。 

①学力・体力との関連からの食育研
究，食物アレルギー対応マニュアル
の策定，食育実態調査の活用，地産
地消の取組の推進が必要である。 
 
②学校給食展，親子料理教室等は，
食育推進のための家庭への働きか
けに効果があると考えるので，充実
することが必要である。 
 
③中学校の昼食のあり方について
研究する必要がある。 
 

55頁～
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大項目 中項目 現状等 課題等 参照頁 

５ 
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師
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 ①教職員の資質向上事業では，教職
員の専門性と実践的指導力の向上
を目指した研修会を実施し資質向
上を図っている。 
 
②打出教育文化センターでは，研修
事業を実施し，教職員一人ひとりが
専門性を身につけ，資質の向上を図
るための研修を実施している。 
 
③教員の職務においては，業務が多
忙になっている状況がある。 

①構造的な側面から，教職員の年齢
構成に偏りがあり，世代交代が急激
に進む時代に，指導力を持つ人材を
いかに確保・育成していくかが課題
となっている。 
＜人材育成＞ 
＜管理職への期待＞ 
＜教師の教育への情熱と自信＞ 
 
②研修事業は，若い世代の教職員の
教師力育成に向けた研究・研修のさ
らなる充実を図る必要がある。 
 
③教員の多忙化解消に向けた取組
が必要である。 
＜多忙化解消＞ 
 

 

上
記
以
外
の
項
目 

教育環境の改
善 

①耐震化等計画的に実施整備して
いる。 

＜良好な教育施設の整備＞ 
①建て替えを含めた施設整備を検
討する必要がある。 
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Ⅱ 芦屋市の社会教育・家庭教育に関する現状・課題 
大項目 中項目 現状等 課題等 参照資料

１）地域を知る
こと 

①地域を学ぶ機会や地域の情報を
提供していくために，「芦屋市生涯
学習出前講座」を実施している。 
 
②広く地域の情報を提供するため，
「芦屋の社会教育」を作成してい
る。 
 
③芦屋の固有の文化資源を活用す
るため，公民館・美術館との共催で
講座を実施している。 
 
④校区内の環境の変化に対応する
ため，青少年育成愛護委員が小学校
のＰＴＡと協力して子どもの遊び
や学びの場所，危険な所，子どもの
目線や大人の目で見て気になる所
など校区内の環境を把握し「愛護マ
ップ」を作成している。 
 

まちづくりの出発点は地域を知る
ことである。地域を知り，地域を見
直し，地域の特性を活かしたまちづ
くりを進めるため，公民館講座や各
種社会教育事業を通して、地域を学
ぶ機会や地域の情報発信や提供を
充実していくことが必要である。 

60頁～１ 
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２）地域課題の
共有と解決 

①市内には，町単位等で活動する子
ども会や自治会，老人会を含む各種
のコミュニティ組織が一体となっ
て各小学校等を活動の場としてい
る９つのコミュニティ・スクール
(以下コミスクという。)がある。 
 また，市内９コミスクで芦屋市コ
ミュニティ・スクール連絡協議会を
組織し情報交換を行うとともに文
化展等の活動を行なっている。 
 
②平成１９年度に実施した芦屋市
生涯学習推進基本構想のアンケー
ト結果を見ると家庭教育力が低下
していると感じている人が約77％，
地域の教育力が低下していると感
じている人が約 58％いる。 
 
③８つの小学校区ごとに，青少年育
成愛護委員が中心となって朝のあ
いさつ運動・安全見守り，昼間・夜
間のパトロールを実施し，青少年の
非行防止と愛護・健全育成に努めて
いる。 
 
④有害な出版物や広告物及び危険
な刃物等の排除するため，白ポスト
の設置や店舗等への訪問指導を行
っている。 
 

アンケート調査結果をみると，家庭
の教育力の低下の理由としては「子
どもに対して，過保護，甘やかせす
ぎや過干渉な親の増加」が 49.0％，
地域の教育力の低下の理由として
は「個人主義の浸透（他人との関与
を歓迎しない）」が 64.7%となって
いる。今後，学校，家庭，地域がそ
れぞれの教育力の向上を図り，さら
に学校，家庭及び地域住民のほか，
その地域の企業やＮＰＯなど含む
全ての関係者が，それぞれに期待さ
れる役割を果たしつつ，緊密に連
携・協力して地域社会が一体となっ
て地域の課題などに取り組むこと
が必要である。 

60頁～
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３）市民参加の
仕組みづくり 

①「芦屋市市民参画及び協働の推進
に関する条例」に基づき，市政に対
する市民の参画を推進するため，審
議会，市民提案，ワークショップ，
パブリックコメントなどを通じて
市民参画に努めている。 
 
②舞台芸術分野のオリジナル作品
を市民がプロデュースして公演す
る「芦屋夢ステージ」の参加団体を
公募している。 

自分たちの住む地域の将来につい
て市民同士でともに考え，計画し実
行できるよう，市民 の意識を高め
るとともに，公的な委員などとして
の市民参画から地域活動やイベン
ト運営などボランティアとしての
市民参画まで，まちづくりへの市民
参画が広がるよう参画を促すこと
が必要である。 
 

60頁～

１）「いつでも」
「どこでも」
「だれでも」学
習することの
できる学習環
境 

①春と秋の講座を中心に年間を通
して公民館講座を実施し学習機会
の提供に努めている。 
 また，講座の実施にあたっては，
子育てをされている人も参加でき
るよう託児付きの講座も実施して
いる。 
 
②市内小学校区を中心としてスポ
ーツ２１を組織し，小学校等を活動
の場所として提供している。 
 
③障がいのある人がスポーツに参
加しやすい地域の環境づくりに取
組むことを目的とし，Ｈ21 年 6 月
に障がい者スポーツ指導者協議会
を設立し，現在具体的施策を検討し
ている。 
 
④学社連携事業の取り組みとして，
県立国際高校に事業委託し市民が
国際感覚の養成を図れるオープン
スクールとして国際交流プログラ
ムを実施している。 
 
⑤美術博物館学芸員による幼稚園
や小・中学校への出前講座を実施し
ている。 

学習者にとって，利用しやすい学習
機会を提供するためには，年齢や性
別，社会状況などに配慮しながら，
きめ細やかな学習機会を提供する
ことが必要である。アンケート調査
結果をみると，活動できない理由と
して「仕事や家事などが忙しく時間
がない」が最も高くなっており，子
育てをされている人や繁忙の人に
とっても参加しやすいよう配慮し，
乳幼児期から高齢期までのすべて
の生涯の各期における適切な学習
機会を提供する必要がある。 

60頁～２ 

学
習
機
会 

２）連携による
学習機会 

①インターネットを活用し，スポー
ツ施設や図書館など，社会教育の施
設利用の手続きや情報提供に努め
ている。 
 
②美術博物館では，市内小学校の小
学生に「昔の道具と昔遊び体験」と
して，見学と昔遊びを体験してもら
い，学校教育との連携に努めてい
る。 
 
③美術博物館では，隣接する伊勢幼
稚園との交流を定期的に実施して
いる。 

生涯学習とは，多様な個性とニーズ
に基づき行われる学習活動である
ことから，学習者にとって利用しや
すく快適な学習機会を提供する必
要がある。そのためには，庁内や民
間を含めたあらゆる学習資源と連
携する必要がある。 また，多様な
ニーズに対応するため，インターネ
ットについても全市的なシステム
管理体制化に統合し，合理的な運用
に努め充実させる必要がある。 
 

60頁～



 8

３）情報提供・
学習相談体制 

①全ての社会教育施設の窓口で，社
会教育に関する相談を実施してい
る。 
 
②図書館ではカウンター及び電話
によるレファレンス業務を行って
いる。 
 
③市の広報紙やホームページを中
心に，行政の実施する行事コミスク
をはじめとする社会教育関係団体
の行事等の情報を提供している。 
 
④社会教育施設では，それぞれの施
設における固有の情報を提供する
ため，「市民センターだより」や「図
書館だより」などを発行し，情報提
供に努めている。 
 
⑤身近な場所で行政情報を学ぶこ
とができるよう，職員が地域に出か
ける「芦屋市生涯学習出前講座」を
実施している。 
 
⑥広く市民に社会教育関係情報が
提供できるよう「芦屋の社会教育」
を作成している。（再掲） 
 
⑦美術博物館では，ホールを利用し
てコンサートを実施し，市民に音楽
を提供できる場としても活用して
いる。 
 

①個別の学習から地域課題解決へ
の活動へとつないでいくために，
様々な学習情報の提供とともに，き
め細やかな相談体制を整備してい
く必要がある。 
 
②アンケート調査結果をみると，情
報の入手先として，県や市の広報紙
などが最も高くなっていることか
ら，今後とも広報紙や機関紙などを
有効活用する必要がある。 
 
③20 歳代の若い世代ではホームペ
ージを情報の入手先とした利用が
高くなっていることから，ホームペ
ージの有効活用も図っていく必要
がある。 
 
④市民活動を支援する施設として
設置された市民活動センターでは，
市民活動の情報収集及び提供の場，
利用者間の交流とネットワークの
場，ＮＰＯ・市民活動の相談が行わ
れている。今後は，社会教育施設と
連携し，情報提供と相談体制の充実
を図っていく必要がある。 
 

60頁～

３ 
学
習
支
援
体
制
の
整
備 

１）施設の整備
及び運営 

①老朽化した施設や設備を改修し，
利用者が安全・快適に利用できる環
境づくりを進めている。 
 
②地域の社会教育活動の場として，
小学校をコミスクの活動場所とし
て無料で提供している。 
 
③社会教育施設のサービスの向上
と効率的な管理運営を図るため，体
育館・青少年センターや谷崎潤一郎
記念館については指定管理者制度
を導入している。 
 

①「いつでも，どこでも，だれでも」
が活用できるように，生涯学習関連
施設を充実させることが必要であ
る。 
 
②市民の多様の学習活動の場とし
て社会教育施設のみならず，より身
近な活動拠点の充実が必要である。
 
③社会教育施設の管理運営のあり
方については，市民サービスの向上
と効率的な管理運営を目指して，指
定管理者制度も含めて最適な管理
運営形態を検討していく必要があ
る。 

60頁～
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２）生涯学習関
連施設の運営
におけるネッ
トワーク 

インターネットを活用し，市民セン
ターをはじめスポーツ施設や図書
館など，社会教育施設利用の手続き
や情報提供に努めている。（再掲）
 

生涯学習とは，生涯の各期における
学習を生活全域にわたって継続し
て行う学習のため，社会教育施設だ
けにとどまらず，身近な地域社会に
おける民間を含めた既存施設を有
効活用できるよう，あらゆる学習資
源とのネットワークを図る必要が
ある。 
 

60頁～

１）ボランティ
ア活動 

①公民館講座を通してボランティ
ア活動のきっかけづくりを行うと
ともに，自主的な活動を継続してい
けるようグループづくりの支援を
行っている。 
 
②「地域の教育力」を活性化するた
め，学校支援ボランティアの養成な
ど，学校教育を支援する体制を整備
している。 
 

ボランティア活動が，多くの人々に
広がるためには，ボランティア活動
そのものが，人との出会いであり，
自己実現につながる生涯学習であ
るという啓発を行い，ボランティア
活動の活性化を図る必要がある。 
 また，各種ボランティア団体の連
携が図れるよう，市民活動センター
や福祉センターと連携が図れる体
制を整備していく必要がある。 

60頁～４ 

生
涯
学
習
指
導
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成 

２）グループ・
サークル 

社会教育関係団体，芦屋ユネスコ協
会，芦屋市コミスク連絡協議会，芦
屋市 PTA 連絡協議会等の団体に対
して補助金や施設利用料の減免等
を行い，グループ・サークル活動の
支援に努めている。 

アンケート調査結果によると，集ま
りや講座などに参加している人は
77.0％，個人で行われている人は
65.7％となっている。生涯学習は，
個人の学習活動を基本としている
側面もあるが，集まりや講座など
で，みんなで学び，みんなから学ぶ
ことは，学習活動の幅を広げること
にもつながる。また，活動に参加し
たきっかけが「他の人との親睦を深
めたり，友人を得るため」である人
が 31.3％となっており，今後の学習
活動方法の希望では，「好きな人同
士が自主的に行っている集まり」が
49.1％となっている。今後も継続し
て，学習活動を行うグループ・サー
クルを育成していく必要がある。 
 

60頁～

５ 

学
習
成
果
の
発
表
と
活
用 

１）地域おける
指導者 

①公民館講座を中心に地域活動や
地域の指導者となる人材の養成に
努めている。 
 
②さらに，上記人材を含め，地域ご
とに協力してくれる人材のリスト
化をしている。 

市民が充実した学習や活動を行う
ためには，その活動を様々な面から
支援できる豊富な知識や経験を持
った人材が必要となる。市内には多
彩な職歴や学習歴を持つ市民が多
く在住している。これらの人材を発
掘・確保し，まちづくり・地域活動・
学校の総合学習・生涯学習の講師・
アドバイザーとして活用すること
により，まちの活性化と交流を促進
させる必要がある。このため，今後
人材バンク制度など地域人材の確
保についてシステムを構築し，多様
な地域人材を確保・活用していく必
要がある。 
 

60頁～
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２）学習成果 ①公民館では，市民が学習成果を発
表する場を提供するとともに，文化
意識の向上に努めている。常設展示
事業・公民館ギャラリーを開設し
た。 
 
②市民センターでは，色々な学習を
行っているグループ等に日ごろの
学習成果を発表する場として，市民
ギャラリー・市民ステージ・市民絵
画展を実施すると共に，さらなる学
習の意欲を引き出してもらえるよ
うに努めている。 
 
③高齢者の学習機会の整備と社会
的活動への参加促進を図るため，６
０歳以上の市民を対象に高齢者大
学（芦屋川カレッジ・同大学院）を
開校している。 

生涯学習は，生涯にわたって行う活
動であり，ある一定の成果が得られ
た時点で，その成果を適切に評価す
ることにより，学習者の意欲を高め
ていく必要がある。 また，生涯学
習の振興においては，各個人がその
学習の成果を活かすことができる
社会の実現が求められている。学習
成果の活用は職業生活や社会にお
ける多様な活動において行われる
が，社会全体の教育力向上の観点か
らも，各個人が学習した成果を地域
社会における様々な教育活動に活
かすことが必要であり，各個人が学
習した成果を地域社会に還元し，地
域社会全体の持続的な教育力の向
上に貢献するよう循環するシステ
ムの構築が必要である。 
 

60頁～

１）文化環境 ①ルナ・ホール事業を通じて，音楽
コンサート，落語，映画等の芸術を
鑑賞する機会を提供し，市民文化の
振興に努めている。その他，美術博
物館や市民センターなどにおいて，
市独自の文化にふれあう機会を提
供している。 
 
②美術博物館では，芸術文化の振興
に寄与するため，芦屋市立美術博物
館運営基本方針を策定し，方針にそ
った事業展開を行っている。 

芸術・文化は，生活にうるおいをも
たらし，豊かな地域社会を創造する
うえで重要である。 市民の一人ひ
とりが身近に芸術・文化に接し，参
加できる環境を整備するとともに，
伝統文化の継承や国内外との地域
間交流を通じて，個性豊かな市民文
化が育っていくような環境づくり
が必要である。 
 

60頁～６ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
支
援 

２）スポーツ振
興 

平成 15年 3月に策定した「芦屋市
スポーツ振興基本計画」から，社会
情勢や周辺環境の変化を踏襲し，平
成 20年 6月に後期 5か年計画（平
成 20年度～24年度）を策定し，事
業推進に努めている。 

スポーツ活動は，運動競技，健康，
体力づくりのほか，仲間同士のふれ
あいや交流を通して，明るい地域社
会を形成するためにも大きな役割
を果たす。本市でも，市民がいつで
もどこでも気楽にスポーツやレク
リエーションを楽しむことができ
る環境づくりを推進していく必要
がある。 
 

60頁～

 


